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大飯原子力発電所3・4 号機  再稼働に同意
東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故を教訓に、平成24年9月に原子力規

制委員会が設立され、重大事故発生を防止するための国際的な基準を踏まえた新規制基準
が定められました。
本年5月24日に大飯原子力発電所3・4号炉の原子炉設置変更許可申請の審査書案が承
認されたことを受け、6月27日に中塚町長から議会に再稼働の是非を判断するよう要請が
あり、議会はこの要請に対し、慎重に審議を尽くしてきました。
主な課題に対する審議は以下のとおりです。

● 新規制基準に適合した安全性の確認
原子力規制委員会は平成29年
2月22日に、大飯原子力発電所
3・4号炉の設置変更許可申請の
内容が、新規制基準に適合して
いることの確認及び、3・4号機
の運転により、住民避難等が必
要となる重大事故の可能性は極
めて低く抑えられていると判断
し、審査書案が示されました。
それを受け、議会は3月13日
に原子力発電対策特別委員会を
開催し、審査書案に対し原子力
規制庁より審査の詳細説明を受
け、安全性の確認を行いました。

●  国のエネルギー政策における原子力の位置づけや 
広域避難等防災対策の確認

原子力災害制圧道路の工事現場を視察し、安全対策や進
捗状況などの詳細説明を受け、原子力災害時における対策
等について日頃から理解を深めてきました。
また、7月20日に町が実施した原子力政策等に関する町
民説明会に出席し、資源エネルギー庁からエネルギー政策
での原子力の位置づけ、内閣府から原子力災害時における
広域避難等の防災対策、また、事業者からの安全対策への
取り組みなどについて、町民と共に理解を深めました。

9月8日　中塚 町長に報告
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大飯原子力発電所3・4 号機  再稼働に同意

●  大飯原子力発電所3・4号機の再稼働に対する 
町民の理解や意思確認

原子力政策等に関する町民説明会や、日頃より議員各自が地域住民から聴取した意見を
議会において集約した結果、再稼働に対する町民の理解は概ねなされていると判断しまし 
た。
また、町内の各種団体から、「安全安心を最優先とした再稼働に向けた手続きの早期実
施についての要望書」が提出されたことも重く受け止めました。

■要望書提出団体
「おおい町区長連絡協議会」「大島漁業協同組合」「おおい町商工会」
「おおい町観光協会」「福井県原子力平和利用協議会 おおい支部」「大島旅館組合」

● 安全対策が講じられた大飯原子力発電所の現場確認
大飯3・4号炉の原子炉設置変更許可申請書が原子力規制委員会に提出されてから、地
震や津波に伴う重大事故対策の安全対策工事について、事業者からその時々の状況説明を
受け、さまざまな安全対策が講じられている現状を理解し、8月31日に最終確認しました。

■主な確認活動
H27.  3.  5 新規制基準への対応状況について聞き

取り
H28.  3.  3 審査状況について聞き取り
H28.  9.  7 審査状況について聞き取り
H28. 12.  7 安全対策工事について現場視察
H29.  6. 16 安全性向上対策についての実施状況確認
H29.  8. 31 安全対策工事について最終現場視察

以上の主な課題に対する審議の結果、大飯原
子力発電所3・4号機の再稼働について、中塚
町長に同意する旨の報告を行いました。
なお、今後とも原子力政策の理解促進や原子
力災害時における防災対策の充実、たゆまぬ安
全対策を町として国や県、事業者に強く要請す
ることを申し添えました。

9月8日　中塚 町長に報告
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（単位：万円）

区　　　分
歳　　　入 歳　　　出 純 計 額

歳入歳出
差 引 額総額 他会計

繰入金 純計額 総額 他会計
繰出金 純計額

後 期 高 齢 者 医 療 8,166 2,760 5,406 8,166 0 8,166 △ 2,760
国 民 健 康 保 険 100,082 6,844 93,238 100,082 101 99,981 △ 6,743
国 民 健 康 保 険 診 療 9,387 962 8,425 8,976 0 8,976 △ 551
介 護 保 険 91,635 15,596 76,039 90,478 0 90,478 △ 14,439
介 護 サ ー ビ ス 451 118 333 451 0 451 △ 118
簡 易 水 道 22,067 7,833 14,234 22,067 0 22,067 △ 7,833
農 業 集 落 36,263 27,093 9,170 36,263 0 36,263 △ 27,093
特定環境保全公共下水道 17,708 12,535 5,173 15,702 0 15,702 △ 10,529

合　　　　計 285,759 73,741 212,018 282,185 101 282,084 △ 70,066
※円グラフ、表の金額および%は、各項目で四捨五入しているため合計金額が合わない場合があります。

111億
7492万円
111億
7492万円

歳 出
116億
310万円
116億
310万円

歳 入

議会費（0.9%） 1億296万円

総務費（23.2%）
25億9320万円
総務費（23.2%）
25億9320万円

町税（36.7%）
42億5989万円
町税（36.7%）
42億5989万円

国庫支出金（23.4%）
27億1958万円

地方交付税（9.7%）
11億3335万円
地方交付税（9.7%）
11億3335万円

【数値について】
※金額は万円単位で表しているため
　合計と一致しません。
※（　）内は構成比率です。

県支出金（16.3%）
18億9712万円
県支出金（16.3%）
18億9712万円

繰越金（3.7%）
4億3142万円

諸収入（2.0%） 2億3349万円

繰入金（3.6%） 4億2511万円
その他依存財源（0.7%） 8593万円
その他自主財源（1.0%） 1億2735万円

財産収入（1.1%） 1億3226万円

地方消費税交付金（1.3%） 1億5760万円

民生費（15.6%）
17億4656万円
民生費（15.6%）
17億4656万円

衛生費（9.9%）
11億838万円
衛生費（9.9%）
11億838万円

労働費（0.4%） 4950万円

農林水産業費（16.9%）
18億9186万円

農林水産業費（16.9%）
18億9186万円

商工費（5.6%） 6億2374万円

土木費（12.4%）
13億8477万円

消防費（2.6%） 2億8696万円

教育費（9.6%）
10億6816万円
教育費（9.6%）
10億6816万円

公債費※（2.9%） 3億1885万円

自主財源　48.3%…町が自らの権限に基づいて自主的に徴収できる財源
依存財源　51.7%…国県の基準等に基づき交付・割当てられる財源

※町の負債の元金や利子の返済に要した経費

歳 入

9月12日から13日にかけて予算決算常任委員会で審議を
行い、健全財政であることを確認しました。

指 標
財政力指数 1.01  基準となる収入額を支出額で割った数値。過去3年間の平均値を指す。
 1.00を上回れば財源に余裕があるといえる。

特 別 会 計

決算を認定第5回定例会
平成28年度
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● 町民1人あたりの歳出決算額 ●

合計 134万8326円

（29年3月末の人口8,288人で算出）

31万2886円
総務費総務費

21万733円
民生費民生費

22万8264円
農林水産業費農林水産業費

12万8881円
教育費教育費

16万7082円
土木費土木費

13万3733円
衛生費衛生費

3万8471円
公債費公債費

1万8395円
その他その他

7万5258円
商工費商工費

3万4624円
消防費消防費

○総務費 .........................................................................................
・FTTH整備事業　2億1461万円
 名田庄地域のFTTH化に向けて地下配管路設
備及び光ケーブル配線の工事

・防災対策施設整備事業　1億9236万円
 避難道路監視カメラシステムの整備、災害
対策用ドローンの購入など

○民生費 .........................................................................................
・年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業　
3145万円

・児童福祉事務　1578万円
 本郷第2児童公園の拡大工事など
○衛生費 .........................................................................................
・排水路管理事業　3億4297万円
 本郷（青戸区・14区）の浸水被害改善施設
整備工事及び本郷（7区）の排水改善施設
工事を実施

・清掃センター管理事業　2億929万円
 清掃センター長寿命化計画に基づく、焼却
炉等の保守点検・補修工事など

○農林水産業費 .........................................................................
・園芸作物生産拡大推進事業　3億8875万円
 農業法人等の大規模園芸ハウスの整備に対
する支援

・きのこの森管理運営事業　3億6726万円
 芝生広場の整備や日よけ施設の設置など
○商工費 .........................................................................................
・八ケ峰家族旅行村管理事業　2億5579万円
 体験型旅行受入施設魅力アップ工事を実施
し、全天候型施設などを整備

○土木費 .........................................................................................
・町営長井住宅整備事業　2億6877万円
 老朽化した町営長井住宅・木造平屋建て29棟
の建替のため外構整備及び建物基礎工事など

・橋梁維持補修事業　1億1194万円
 名田庄納田終地係の中野橋など4橋の補修工事
・除雪対策事業　7137万円
○教育費 .........................................................................................
・中学校校舎等改修事業　7934万円
 名田庄中学校のプールを改修
・給食センター事業　1億170万円
 給湯管・蒸気管・空調設備の改修など

111億
7492万円
111億
7492万円

歳 出
116億
310万円
116億
310万円

歳 入

議会費（0.9%） 1億296万円

総務費（23.2%）
25億9320万円
総務費（23.2%）
25億9320万円

町税（36.7%）
42億5989万円
町税（36.7%）
42億5989万円

国庫支出金（23.4%）
27億1958万円

地方交付税（9.7%）
11億3335万円
地方交付税（9.7%）
11億3335万円

【数値について】
※金額は万円単位で表しているため
　合計と一致しません。
※（　）内は構成比率です。

県支出金（16.3%）
18億9712万円
県支出金（16.3%）
18億9712万円

繰越金（3.7%）
4億3142万円

諸収入（2.0%） 2億3349万円

繰入金（3.6%） 4億2511万円
その他依存財源（0.7%） 8593万円
その他自主財源（1.0%） 1億2735万円

財産収入（1.1%） 1億3226万円

地方消費税交付金（1.3%） 1億5760万円

民生費（15.6%）
17億4656万円
民生費（15.6%）
17億4656万円

衛生費（9.9%）
11億838万円
衛生費（9.9%）
11億838万円

労働費（0.4%） 4950万円

農林水産業費（16.9%）
18億9186万円

農林水産業費（16.9%）
18億9186万円

商工費（5.6%） 6億2374万円

土木費（12.4%）
13億8477万円

消防費（2.6%） 2億8696万円

教育費（9.6%）
10億6816万円
教育費（9.6%）
10億6816万円

公債費※（2.9%） 3億1885万円

自主財源　48.3%…町が自らの権限に基づいて自主的に徴収できる財源
依存財源　51.7%…国県の基準等に基づき交付・割当てられる財源

※町の負債の元金や利子の返済に要した経費

歳 入

9月12日から13日にかけて予算決算常任委員会で審議を
行い、健全財政であることを確認しました。

平成 28年度主要事業

支出は

私たちの税金は
この様に使われました
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平
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28
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な
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を
審
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平成29年 第5回（9月）定例会　議案審議結果
議案番号 議　　案　　名 議決結果 参照先
報告  9 平成28年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 報　　告

6ページ報告10 平成28年度決算に基づく資金不足比率の報告について 報　　告
認定  1 平成28年度一般会計及び8特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
議案41 平成29年度一般会計補正予算（第3号） 原案可決 7ページ
議案42 平成29年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

－議案43 平成29年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案44 平成29年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案45 平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決 7ページ議案46 平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案47 平成29年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決 －
議案48 工事請負契約の締結について（総合運動公園野球場人工芝張替工事） 原案可決 7ページ議案49 工事請負契約の締結について（大飯清掃センター機器等補修工事） 原案可決
議案50 工事請負契約の締結について（放送機器等整備工事） 原案可決

8ページ

諮問  1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 答　　申
陳情  1 原子力行政の充実と強化を求める意見採択についての陳情書 採　　択
陳情  2 地方財政の充実・強化を求める意見書採択についての陳情書 採　　択
陳情  3 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について 採　　択
発委  1 原子力行政の充実と強化を求める意見書について 原案可決
発委  2 地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決
発委  3 全国森林環境税の創設に関する意見書について 原案可決

－ 議員派遣報告および議員派遣 報告および
派　　遣 －

■
審
議
内
容

定
例
会
で
付
議
さ
れ
た
、

報
告
2
件
、
認
定
1
件
、
議

案
10
件
、
陳
情
3
件
、
諮
問

1
件
を
審
査
し
た
。

●
報
告
9
号

︻
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

く
お
お
い
町
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
に
つ
い
て
︼

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
は
良

好
な
状
態
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
10
号

︻
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

く
お
お
い
町
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て
︼

簡
易
水
道
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
資
金
不
足
比

率
は
算
定
さ
れ
ず
良
好
な
状

態
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
平
成
28
年
度
決
算
認
定

●
認
定
1
号

︻
平
成
28
年
度
お
お
い
町
一

般
会
計
お
よ
び
8
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
︼

【
P4
か
ら
P5
参
照
】

予
算
決
算
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
自
主
防
災
組
織
は
何

団
体
組
織
さ
れ
た
の

か
。

 

現
在
、
25
地
区
に
自

主
防
災
組
織
が
あ

る
。
全
区
の
組
織
化
を
目
標

と
し
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
に
対
す
る
返
礼

品
と
経
費
の
割
合
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

 

28
年
度
実
績
で
55・

2
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
経
費
と
合
わ
せ

て
50
％
以
下
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

問
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

像
の
制
作
に
２
５
０

０
万
円
を
使
っ
て
い
る
が
、

放
送
状
況
と
効
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

像
は
東
京
と
大
阪

で
放
映
し
て
い
る
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
動
画
サ
イ
ト
で

４
，７
４
４
回
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
52
万
回
の
視
聴
が

あ
っ
た
。

問
青
戸
区
と
14
区
の
排

水
管
理
事
業
が
完
成

し
て
い
る
が
、
敷
地
の
整
備

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

28
年
度
に
景
観
整
備

で
設
計
業
務
を
行
っ

た
が
、
整
備
費
用
に
つ
い
て

29
年
度
は
予
算
計
上
し
て
い

な
い
。
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再
稼
働
判
断

決
算
認
定

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

審
議
内
容

■
平
成
29
年
度
９
月 

　
補
正
予
算

●
議
案
41
号

︻
平
成
29
年
度
お
お
い
町
一

般
会
計
補
正
予
算
第
3
号
︼

☆ 

1
億
１
７
３
４
万
4
千
円

増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○ 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

事
業

30
年
度
よ
り
県
内
医
療
機

関
で
の
医
療
費
窓
口
負
担
が

不
要
と
な
る
た
め
、
シ
ス
テ

ム
の
改
修
を
行
う
も
の
。

４
２
０
万
円

○ 

一
次
産
業
ス
タ
ー
ト
支
援

事
業

旧
大
島
公
民
館
の
改
修
工

事
で
、
空
調
設
備
の
改
修
を

追
加
す
る
も
の１

６
０
８
万
円

○ 

収
益
性
の
高
い
水
田
農
業

経
営
確
立
支
援
事
業

犬
見
地
区
に
お
い
て
、
収

益
性
の
高
い
農
業
経
営
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
、
ブ
ド
ウ

栽
培
用
ハ
ウ
ス
、
資
機
材
格

納
庫
等
を
整
備
す
る
も
の
。

７
６
７
万
円

○
県
単
林
道
改
良
事
業

林
道
谷
生
大
滝
線
、
槇
谷

線
に
お
い
て
舗
装
工
事
を
行

う
も
の
。

１
２
０
０
万
円

○
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

畑
村
地
区
、
福
谷
地
区
の

急
傾
斜
地
に
お
い
て
、
崩
落

の
危
険
が
あ
る
た
め
対
策
工

事
を
行
う
も
の
。６

３
０
万
円

予
算
決
算
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
で
、
窓
口
無
料

化
に
伴
う
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
に
よ
る
町
の
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

 

国
保
に
関
し
て
、
30

年
度
よ
り
未
就
学
児

に
お
い
て
は
、
国
か
ら
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
は
な
く
な
る
。
中

学
生
ま
で
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
分

は
県
が
負
担
す
る
。

問
収
益
性
の
高
い
水
田

農
業
経
営
確
立
支
援

事
業
を
活
用
し
、
ブ
ド
ウ
栽

培
ハ
ウ
ス
や
資
機
材
倉
庫
な

ど
を
整
備
し
、
売
り
上
げ
目

標
１
０
０
０
万
円
を
目
指
す

と
あ
る
が
、
達
成
す
る
目
標

年
度
は
い
つ
か
。

 

ブ
ド
ウ
栽
培
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
他
の

果
樹
を
含
め
て
の
売
り
上
げ

目
標
で
あ
り
、
33
年
度
を
目

標
と
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
第
45
号

︻ 
平
成
29
年
度
お
お
い
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
第
2
号
︼

○
簡
易
水
道
施
設
管
理
事
業

東
部
中
継
ポ
ン
プ
場
の
計

装
設
備
の
更
新
及
び
、
大
津

呂
浄
水
場
増
圧
ポ
ン
プ
の
取

り
替
え
を
行
う
も
の
。

２
７
０
万
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
第
46
号

︻
平
成
29
年
度
お
お
い
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
1
号
︼

○
排
水
処
理
施
設
改
良
事
業

川
上
地
区
の
県
道
に
お
い

て
、
道
路
拡
幅
の
た
め
上
下

水
道
管
の
布
設
替
え
を
行
う

も
の
。

３
１
４
万
円

予
算
決
算
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
上
下
水
道
管
の
布
設

替
え
で
、
上
下
水
道

管
の
距
離
が
短
く
な
る
の
は

な
ぜ
か
。

 

道
路
拡
幅
で
民
家
が

立
ち
退
き
と
な
り
、

必
要
な
く
な
る
た
め
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
48
号

︻
工
事
請
負
契
約
締
結
︵
総

合
運
動
公
園
野
球
場
人
工
芝

張
替
工
事
︶︼

総
合
運
動
公
園
野
球
場
の

人
工
芝
の
経
年
劣
化
に
伴
い
、

人
工
芝
８
６
４
１・７
㎡
の

張
替
工
事
を
行
う
も
の
。

・
契
約
の
相
手
方

㈱
荒
木

・
契
約
金
額

2
億
２
３
０
７
万
4
千
円

総
務
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
人
工
芝
の
耐
久
性
は
。

 

一
般
的
な
耐
用
年
数

は
7
年
か
ら
10
年
が

目
安
だ
が
、
よ
り
長
持
ち
さ

せ
る
使
用
方
法
な
ど
を
管
理

者
と
検
討
す
る
。

問
野
球
場
の
沈
下
部
分

や
ブ
ル
ペ
ン
・
ベ
ン

チ
周
り
の
段
差
等
は
、
今
回

は
補
修
対
象
と
し
な
い
の
か
。

 

２
塁
ベ
ー
ス
周
辺
の

沈
下
部
分
は
今
回
補

修
予
定
で
あ
る
。
来
年
の
国

体
開
催
に
あ
た
り
、
県
や
郡

の
軟
式
野
球
連
盟
か
ら
の
指

摘
箇
所
は
す
で
に
補
修
し
て

お
り
、
国
体
へ
の
影
響
は
な

い
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
49
号

︻
工
事
請
負
契
約
締
結
︵
大

飯
清
掃
セ
ン
タ
ー
機
器
等
補

修
工
事
︶︼

大
飯
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
築

炉
設
備
の
ガ
ス
冷
却
室
の
更

新
及
び
通
風
設
備
の
機
器
更

新
な
ど
を
行
う
も
の
。

・
契
約
の
相
手
方

㈱
タ
ク
マ

・
契
約
金
額

９
１
８
０
万
円

産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
工
事
は
い
つ
完
了
す

る
の
か
。

人工芝を張り替える野球場



Ohi Town Assembly Official Report

No.47 おおい町議会だより 0 8

再
稼
働
判
断

決
算
認
定

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

審
議
内
容

 

平
成
30
年
3
月
23
日

ま
で
と
し
て
い
る
。

問
2
炉
と
も
停
止
す
る

期
間
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

 

3
週
間
を
見
込
ん
で

い
る
。
停
止
期
間
中

の
ご
み
は
、
ピ
ッ
ト
内
に
貯

め
て
お
く
た
め
、
収
集
や
受

け
入
れ
を
中
止
す
る
こ
と
は

な
い
。

問
広
域
行
政
事
務
組
合

の
ご
み
処
理
施
設
が

完
成
す
る
ま
で
の
間
に
、
修

繕
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
は

な
い
の
か
。

 

長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
今
後
も
修
繕
を

予
定
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
50
号

︻
工
事
請
負
契
約
締
結
︵
放

送
機
器
等
整
備
工
事
︶︼

名
田
庄
地
域
の
テ
レ
ビ
放

送
設
備
構
築
の
た
め
、
ｉ

ネ
ッ
ト
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
の
放
送

機
器
設
備
の
一
部
更
新
と
、

名
田
庄
中
継
基
地
の
放
送
機

器
設
備
の
整
備
を
行
う
も
の
。

・
契
約
の
相
手
方

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ

パ
ン
㈱
北
陸
社

・
契
約
金
額

４
９
６
８
万
円

総
務
常
任
委
員
会
付
託

主
な
質
疑

問
回
線
を
二
重
化
す
る

理
由
と
そ
の
切
り
替

え
は
ど
の
よ
う
な
時
に
ど
こ

で
行
う
の
か
。

 

通
常
時
、
放
送
波
の

送
信
は
石
山
経
由
の

メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
行
い
、
事

故
や
光
ケ
ー
ブ
ル
の
断
線
な

ど
の
際
は
、
名
田
庄
中
継
基

地
で
小
浜
市
経
由
の
サ
ブ

ル
ー
ト
へ
切
り
替
え
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
陳
情
1
号

︻
原
子
力
行
政
の
充
実
と
強

化
を
求
め
る
意
見
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情
書
︼

原
子
力
規
制
行
政
を
な
お

一
層
充
実
さ
せ
、
原
子
力
に

対
す
る
国
民
の
理
解
を
広
く

促
し
な
が
ら
、
明
る
い
日
本

の
未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
求
め
る
た
め
、
政
府
関
係

機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
採
択
】

●
陳
情
2
号

︻
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
書
︼

30
年
度
の
政
府
予
算
と
地

方
財
政
の
検
討
は
、
歳
入
・

歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社

会
保
障
予
算
の
充
実
と
地
方

財
政
の
確
立
と
実
現
を
求
め

る
た
め
、
政
府
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
採
択
】

●
陳
情
第
3
号

︻
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て
︼

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策

の
抜
本
的
強
化
を
は
か
る
た

め
、「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
一
日
も
早
い
導
入
を
求
め

る
た
め
、
政
府
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
採
択
】

●
諮
問
1
号

︻
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︼

人
権
擁
護
委
員
を
新
た
に

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
に
あ

た
り
、
議
会
の
意
見
を
聴
く

も
の
。

︻
推
薦
︼

名
田
庄
三
重

　
上
馬　
清
隆  

氏

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
発
委
第
1
号

︻
原
子
力
行
政
の
充
実
と
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
︼

原
子
力
行
政
の
充
実
と
強

化
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
採
択
】

●
発
委
第
2
号

︻
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
︼

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
。【

全
会
一
致
・
採
択
】

●
発
委
第
3
号

︻
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
︼

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
。【

全
会
一
致
・
採
択
】

大
飯
清
掃
セ
ン
タ
ー

ｉ
ネ
ッ
ト
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
内
の

放
送
機
器
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再
稼
働
判
断

審
議
内
容

決
算
認
定

追
　
跡

活
動
報
告

◥�「
お
お
い
町
進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の
具
体
的
な

内
容
は

町
長	
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
効
果
的・継
続
的
な
制
度
の
内
容

を
検
討
し
て
い
る

一
般
質
問

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
9
月
定
例
会
で
は
、
5
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

問
昨
年
3
月
に
策
定
さ

れ
た
「
お
お
い
町
未

来
創
生
戦
略
」
の
中
で
計
画

さ
れ
た
、
進
学
す
る
若
者
を

対
象
に
し
た
町
独
自
の
学
資

資
金
制
度
で
あ
る
「
お
お
い

町
進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は

決
定
し
て
い
る
の
か
。

︵
町
長
︶
こ
の
事
業

は
、
大
学
や
短
大
等

へ
進
学
す
る
学
生
を
対
象

に
、
町
独
自
の
支
援
制
度
を

創
設
し
、
将
来
的
な
若
者
の

定
住
促
進
と
経
済
的
支
援
を 原田  和美

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
現

在
、
最
も
効
果
的
で
継
続
的

に
実
施
で
き
る
制
度
の
検
討

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
奨
学
金
の
拡

充
や
大
学
授
業
料
の
出
世
払

い
制
度
等
、
新
た
な
国
の
政

策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
動
向
を
見
守
り

な
が
ら
、
町
の
制
度
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
町
長
が
考
え
る
町
独

自
の
支
援
制
度
と

は
、奨
学
金
制
度
の
創
設
か
。

︵
町
長
︶
進
学
す
る

場
合
の
支
援
と
、
返

済
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

国
・
県
・
大
学
の
支
援
制
度

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か

ら
漏
れ
る
と
こ
ろ
へ
の
支
援

の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

学
費
に
限
定
せ
ず
、
住
居
な

ど
生
活
面
か
ら
の
支
援
も
含

め
幅
広
く
制
度
に
盛
り
込
む

こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

問
こ
の
事
業
の
開
始
時

期
に
つ
い
て
は
、
第

2
次
総
合
計
画
の
中
期
振
興

事
業
実
施
計
画
の
中
で
、
平

成
31
年
度
に
事
業
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
開
始
年
度

を
早
め
る
考
え
は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
早
期
に
実

施
し
た
い
思
い
は
あ

る
が
、
国
や
県
、
大
学
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
と

の
検
討
を
し
っ
か
り
行
い
町

の
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十

分
な
検
討
を
行
い
、
計
画
に

挙
げ
た
平
成
31
年
度
よ
り
遅

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
既
に
奨
学
金
を
借
り

て
進
学
し
て
い
る
学

生
が
、
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る

場
合
に
、
奨
学
金
の
返
済
に

つ
い
て
の
支
援
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
お
お
い
町

進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
は
、
学
生
が
町
に

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
場
合
に

奨
学
金
の
返
済
を
助
成
す
る

こ
と
も
挙
げ
て
い
る
が
、
国

の
制
度
と
の
関
連
が
あ
り
動

向
を
見
守
っ
て
い
る
。
返
済

支
援
に
つ
い
て
は
効
果
的
で

利
用
し
や
す
い
制
度
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

問
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を

対
象
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
町
外
出
身
者
が
町

に
住
む
場
合
も
返
済
支
援
の

対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

︵
町
長
︶
Ｉ
タ
ー
ン

者
へ
の
返
済
支
援

は
、
移
住
定
住
の
促
進
、
町

の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
一
体
的
に
制

度
を
構
築
す
る
考
え
で
あ
る
。

問
返
済
に
対
す
る
支
援

の
実
施
を
、
早
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

︵
町
長
︶
返
済
支
援

制
度
に
つ
い
て
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
十
分
な
検
討
を
行
い
、

制
度
の
構
築
を
進
め
て
、
制

度
が
で
き
次
第
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
担
当
は
、
今
後
も

学
校
教
育
課
が
行
う
の
か
。

︵
町
長
︶
こ
の
事
業

に
は
、
学
校
教
育
課

の
側
面
、
総
合
政
策
課
の
側

面
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
合

同
で
連
携
を
持
ち
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
ガ
イ
ド
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藤原 義隆

問
国
は
持
続
可
能
な
強

い
農
業
を
構
築
す
る

た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
活
用
し
、
農
地
の
集
積
、

集
約
化
を
進
め
て
き
た
が
、

本
町
に
お
い
て
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
計
画
は
。

︵
町
長
︶
平
成
28
年

度
ま
で
に
11
集
落
で

１
０
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

が
集
積
さ
れ
た
。
本
年
度
の

計
画
と
し
て
４
集
落
で
説
明

会
を
開
き
協
議
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
将
来
の
農
業
の

あ
り
方
も
含
め
地
域
の
要
望

に
対
し
て
、
適
宜
対
応
し
て

い
く
。

問
集
積
を
進
め
る
中
で

見
え
て
き
た
課
題
は
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

区
画
が
狭
い
、基
盤

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
、離

れ
た
場
所
に
あ
る
な
ど
、条

件
面
で
不
利
な
圃
場
を
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

ワ
イ
ン
醸
造
施
設
を

整
備
出
来
な
い
か

問
町
で
は
大
型
園
芸
ハ

ウ
ス
の
整
備
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ブ
ド
ウ
栽
培

農
家
も
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
県
で
は
中
山

間
地
の
活
性
化
を
目
的
に

様
々
な
支
援
体
制
を
整
え
、

ワ
イ
ン
醸
造
の
整
備
を
支
援

す
る
と
し
て
い
る
。
集
積
の

困
難
な
条
件
不
利
地
で
手
間

の
掛
ら
な
い
ワ
イ
ン
用
の
ブ

ド
ウ
栽
培
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
園
芸
農
家
で
栽
培
さ

れ
た
出
荷
規
格
に
合
わ
な
い

も
の
等
も
活
用
し
て
醸
造
す

る
施
設
を
整
備
し
町
の
活
性

化
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
。

︵
町
長
︶
条
件
不
利

地
の
効
率
化
、
園
芸

作
物
の
高
付
加
価
値
化
も
併

せ
て
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
く
。

減
反
政
策
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
度
か
ら
、

減
反
政
策
が
見
直
さ

れ
、
減
反
協
力
農
家
に
支
払

わ
れ
て
き
た
10
ア
ー
ル
当
た

り
７
５
０
０
円
の
交
付
金
が

廃
止
さ
れ
る
た
め
、
収
益
性

の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

町
と
し
て
の
対
応
策
は
あ
る

の
か
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

町
の
農
業
再
生
協
議

会
で
生
産
数
量
を
示
し
、
減

反
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
て

い
く
。

　

 

ま
た
、
農
家
の
所
得
維

持
、
確
保
に
つ
い
て
は
担
い

手
育
成
支
援
や
生
産
規
模
拡

大
に
よ
る
設
備
導
入
に
支
援

す
る
な
ど
、
既
存
の
農
業
支

援
制
度
の
見
直
し
や
拡
充
を

図
る
。

問
減
反
も
維
持
で
き
、

所
得
も
向
上
す
る
施

策
と
し
て
、
１
年
目
に
コ
メ
、

２
年
目
に
は
麦
や
そ
ば
を
栽

培
す
る
な
ど
２
年
で
３
作
物

を
栽
培
す
る
施
策
を
拡
大
で

で
き
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

県
の
「
ふ
く
い
の
農

業
基
本
計
画
」
を
も
と
に
、

農
家
の
生
産
意
欲
向
上
や
所

得
確
保
に
向
け
て
、
現
行
制

度
を
有
効
活
用
し
支
援
し
て

い
く
。

問
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
ち

ほ
ま
れ
」
の
生
産
を

今
年
の
６
０
０
ト
ン
か
ら
来

年
は
３
５
０
０
〜
４
０
０
０

ト
ン
と
し
て
い
る
が
、
本
町

で
の
生
産
予
定
は
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

今
年
度
は
Ｊ
Ａ
若
狭

管
内
で
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
生

産
配
分
を
受
け
、
本
町
で
は

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
一
定
の
条

件
を
満
た
す
４
農
家
や
法
人

が
生
産
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
の
配
分
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。

問
引
き
受
け
手
の
な
い

農
地
の
耕
作
者
に
対

し
、
現
在
実
施
し
て
い
る
ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
拡
充

で
き
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

さ
ま
ざ
ま
な
助
成
事

業
に
つ
い
て
も
今
後
、
地
域

や
農
家
等
と
相
談
し
な
が
ら

「
い
ち
ほ
ま
れ
」の

生
産
予
定
は

進
め
て
い
く
。

画
家 

故 

渡
辺
淳
先
生

の
追
憶
に
つ
い
て

問
渡
辺
淳
先
生
の
「
人

を
愛
し  

自
然
を
愛

し  

町
を
愛
す
る
」
そ
ん
な

先
生
の
想
い
を
今
後
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
。

︵
町
長
︶
渡
辺
淳
先

生
に
は
、
町
の
文

化
、
芸
術
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
。
絵
画
は
も
と

よ
り
添
え
ら
れ
た
画
文
は
先

生
の
郷
土
愛
、
人
柄
が
偲
ば

れ
る
。
今
後
、
町
内
の
施
設

を
渡
辺
淳
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
位

置
づ
け
展
示
作
品
を
入
れ
替

え
な
が
ら
そ
の
功
績
を
偲
ん

で
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

◥�
農
地
集
積
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

町
長	
約
１
０
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
集
積
さ
れ	

本
年
度
は
４
集
落
で
計
画
し
て
い
る
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◥�
再
稼
働
同
意
判
断
に
あ
た
り
、国
の
姿
勢
を�

ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か

町
長	
町
の
思
い
や
課
題
を
国
の
責
任
あ
る
方
に
伝
え
確
認
す
る

森内 正美

問
町
長
は
、
大
飯
３
・

４
号
機
再
稼
働
の
同

意
判
断
に
当
た
り
、
４
項
目

掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一

つ
に
、
国
の
原
子
力
政
策
に

対
す
る
取
り
組
み
や
方
針
を

確
認
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
確
認
事
項 

は
。

︵
町
長
︶
再
稼
働
へ

の
理
解
判
断
に
当
た

り
、
⑴
町
民
の
理
解　
⑵
議

会
の
判
断　
⑶
事
業
者
の
姿

勢
確
認　
⑷
国
の
姿
勢
確
認

の
４
項
目
を
掲
げ
取
り
組
ん

で
き
た
。

国
の
姿
勢
確
認
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
、
①
原
子
力
の

重
要
性
や
必
要
性
に
対
す
る

国
民
理
解
の
促
進　
②
使
用

済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
等
課

題
の
早
期
克
服　
③
立
地
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
振
興

策　
④
広
域
避
難
計
画
の
実

効
性
の
強
化　
⑤
原
子
力
防

災
対
策
へ
の
人
的
・
財
政
的

支
援　
⑥
関
係
機
関
と
の
調

整
及
び
連
携
強
化
を
強
く
要

請
し
、
町
の
思
い
を
直
接
、

国
の
責
任
あ
る
立
場
の
方
に

伝
え
、
姿
勢
を
確
認
す
る
。

問
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

が
来
年
３
月
ま
で
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見

直
し
を
す
る
が
、
町
と
し
て

こ
れ
だ
け
は
盛
り
込
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
事
項
は
あ
る 

か
。

︵
町
長
︶
現
行
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
も
、
万
が
一
事
故
が
起
き

た
場
合
に
は
国
が
一
元
責
任

を
持
ち
、
関
係
法
令
に
基
づ

き
対
処
す
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
見
直
し
が
あ
っ
て

も
踏
襲
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。第

２
次
お
お
い
町
総

合
計
画
の
う
ち
学
校

教
育
の
充
実
に
つ
い

て
伺
う

問
町
づ
く
り
指
標
と
し

て
「
学
校
に
行
く
こ

と
が
楽
し
い
と
思
う
児
童
生

徒
の
割
合
」
が
示
さ
れ
て
い

る
。
本
町
の
基
準
値
は
、
全

国
の
基
準
値
と
比
べ
て
ど
の

程
度
か
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

本
町
の
学
校
に
行
く

こ
と
が
楽
し
い
と
思
う
児
童

生
徒
の
割
合
の
２
０
１
５
年

度
基
準
値
は
60・３
％
。
全

国
の
公
立
小
、
中
学
校
の
平

均
は
51・４
％
で
あ
り
、
福

井
県
の
平
均
は
54・２
％
と

な
っ
て
い
る
。

問
ど
の
よ
う
な
内
容
の

設
問
か
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

設
問
は
「
学
校
に
行

く
の
は
楽
し
い
か
」
と
い
う

項
目
で
、「
そ
う
思
う
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
う
思

う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

そ
う
思
う
」「
そ
う
思
わ
な

い
」
の
中
か
ら
選
択
す
る
。

「
そ
う
思
う
」
と
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
そ
う
思
う
」

を
合
わ
せ
る
と
89・２
％
が

学
校
に
行
く
こ
と
が
楽
し
い

と
回
答
し
て
い
る
。

問
基
準
値
の
分
析
は

行
っ
た
の
か
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

基
準
値
の
分
析
に
つ

い
て
は
、
教
科
別
と
生
活
習

慣
、
学
習
環
境
に
つ
い
て

行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
公
表
し
て
い

る
。
学
校
ご
と
で
も
分
析
し

て
お
り
そ
の
結
果
は
、
対
象

児
童
、
生
徒
の
保
護
者
に
町

の
分
析
結
果
と
併
せ
て
配
布

し
て
い
る
。

問
２
０
２
１
年
の
目
標

値
80
％
を
達
成
す
る

た
め
に
、
具
体
的
に
何
を
す

る
の
か
。︵

教
育
長
︶「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
そ
う

思
わ
な
い
」「
そ
う
思
わ
な

い
」の
回
答
が
10・７
％
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
改
善

す
る
た
め
に
①
総
合
教
育
会

議
に
よ
る
教
育
行
政
の
充

実　
②
町
単
独
講
師
の
配
置

や
、
い
じ
め
未
然
防
止
や
解

決
の
継
続
的
な
取
り
組
み
な

ど
「
確
か
な
学
力
」
と
「
生

き
る
力
」
の
育
成　
③
学
校

間
の
交
流
や
英
語
指
導
助
手

の
配
置
な
ど
、
特
色
の
あ
る

教
育
の
推
進　
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
機
器
の
整
備
な
ど
教
育
環

境
の
整
備
に
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
む
。

問
本
町
の
よ
う
な
小
さ

い
町
で
は
、
他
の
町

に
は
な
い
特
色
の
あ
る
教
育

の
推
進
、
取
り
組
み
が
大
事

で
あ
る
。
小
中
一
貫
教
育
、

小
中
連
携
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

出
て
き
て
い
る
。
教
育
長
の

考
え
は
。︵

教
育
長
︶
小
学
校
、

中
学
校
の
全
教
員
で

組
織
し
て
い
る
「
お
お
い
町

学
校
教
育
研
究
会
」
の
な
か

で
、
学
校
間
の
連
携
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
る
。
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
大
き

い
課
題
で
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
等
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
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再
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働
判
断

決
算
認
定

審
議
内
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追
　
跡

活
動
報
告

一
般
質
問

猿橋 啓一

◥�
じ
ね
ん
じ
ょ
の
生
産
拡
大
を

町
長	
生
産
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て	

し
っ
か
り
取
り
組
む

問
じ
ね
ん
じ
ょ
の
品
不

足
を
解
消
す
る
た

め
、
じ
ね
ん
じ
ょ
で
町
お
こ

し
を
す
る
と
い
う
決
意
で
、

生
産
組
合
と
行
政
が
連
携
し

て
、
新
規
栽
培
者
の
拡
大
策

や
増
産
計
画
を
立
て
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

︵
町
長
︶
平
成
27
年

度
に
「
自
然
薯
生
産

者
育
成
支
援
事
業
」
を
創
設

し
種
芋
や
栽
培
パ
イ
プ
等
の

助
成
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
生
産
組
合
の
協
力
の
も

と
、
体
験
農
園
を
本
郷
地
区

と
名
田
庄
三
重
地
区
に
整
備

し
、
大
学
生
や
若
者
に
よ
る

収
穫
体
験
、
農
園
管
理
な
ど

を
通
じ
て
、
後
継
者
育
成
の

取
り
組
み
が
徐
々
に
浸
透
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
郷
の
県
道
沿

い
に
Ｐ
Ｒ
用
の
看
板
を
設
置

し
、
新
規
の
生
産
者
を
確
保

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
生

産
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問
本
郷
の「
じ
ね
ん
じ
ょ 

つ
く
ろ
」の
Ｐ
Ｒ
看

板
は
、誰
に
訴
え
て
い
る
の
か
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

町
民
の
皆
様
に
町
が

じ
ね
ん
じ
ょ
栽
培
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

問
「
自
然
女
」
作
戦
で

女
性
の
参
加
を
計
画

し
て
い
る
が
、
本
郷
の
体
験

農
園
で
は
女
性
の
姿
を
見
た

こ
と
が
な
い
が
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

収
穫
時
の
参
加
を
考

え
て
い
る
。

問
地
元
の
人
を
対
象
に

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ

る
。
じ
ね
ん
じ
ょ
は
猿
も
食

べ
ず
、
米
よ
り
付
加
価
値
が

高
い
。
こ
の
冬
講
習
会
を
開

催
し
、
来
春
に
植
え
る
計
画

を
す
べ
き
で
あ
る
。

︵
町
長
︶
生
産
拡
大

に
は
地
元
が
大
事
な

の
で
、
し
っ
か
り
取
り
組
み

た
い
。

問
３
年
、
５
年
後
に
５

万
本
に
な
る
と
冷
蔵

庫
や
溝
堀
機
が
必
要
に
な
る

が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
組
合
と
行
政
が

連
携
し
た
検
討
会
を
立
ち
上

げ
る
べ
き
で
あ
る
。

︵
町
長
︶
生
産
拡
大

の
た
め
に
は
、
重
要

な
部
分
で
あ
る
。
組
合
な
ど

の
意
見
や
検
討
会
も
含
め

て
、
し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
。と

ろ
ろ
汁
を 

　
期
間
限
定
で

問
じ
ね
ん
じ
ょ
の
定
番

は
と
ろ
ろ
汁
で
あ

る
。
今
年
の
冬
、
期
間
限
定

で
地
元
の
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め
、
規
格
外
の
い
も
を

使
っ
て
と
ろ
ろ
汁
を
出
し
て

は
ど
う
か
。

︵
農
林
水
産
振
興
課
長
︶

と
ろ
ろ
汁
は
、
名
田

庄
商
会
で
、
検
討
し
て
い

る
。
今
後
、
味
付
け
や
提
供

方
法
な
ど
を
検
討
・
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
こ
の
冬
、
ぜ
ひ
出
し

て
は
ど
う
か
。

︵
町
長
︶
早
期
の
具

現
化
に
向
け
て
検
討

す
る
。

６
次
産
業
化
の
拡
大
を

問
小
さ
い
む
か
ご
を
販

売
し
て
い
る
が
、
炊

き
込
み
ご
飯
の
具
に
す
る
な

ど
商
品
化
の
拡
大
を
図
る
べ

き
で
は
。︵

農
林
水
産
振
興
課
長
︶

今
後
も
新
商
品
の
開

発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に 

つ
い
て

問
平
成
28
年
度
の
「
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付

金
」
が
４
４
２
７
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

︵
副
町
長
︶
大
幅
な

増
加
の
要
因
は
、
昨

年
６
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
の
利
用
を
開
始
し
、
特

産
品
を
返
礼
品
に
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

問
寄
付
金
件
数
１
３
５

１
件
の
内
、
寄
付
者

の
多
い
金
額
順
位
は
。

︵
総
務
課
長
︶
１
位

は
１
万
円
で
４
割
。

２
位
は
３
万
円
で
20
％
。
３

位
は
５
万
円
で
19
％
。

問
県
別
で
の
順
位
は
。

︵
総
務
課
長
︶
１
位

は
東
京
都
で
29
％
。

２
位
は
大
阪
府
で
11・

９
％
。
３
位
は
神
奈
川
県
で

10・８
％
。

問
返
礼
品
の
売
上
金
額

が
多
い
順
位
は
。

︵
総
務
課
長
︶
１
位

は
米
で
65
％
。
２
位

は
真
珠
製
品
で
11・８
％
。

３
位
は
み
そ
・
梅
で
10・８
％
。

本
郷
県
道
沿
い
の
Ｐ
Ｒ
看
板
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一
般
質
問

◥�
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興・イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し�

町
の
活
性
化
を

町
長	
豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
活
用
し
、人
や
地
域
の
交
流
で
地

域
の
一
体
感
や
活
力
を
醸
成
し
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

尾谷 和枝

問
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

や
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
町
の
活
性
化
の
観
点
か
ら

の
所
見
は
。

︵
町
長
︶
第
2
次
お

お
い
町
総
合
計
画
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
た
交
流
の
活
性
化
を
重
点

目
標
と
掲
げ
て
い
る
。
豊
富

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用

し
、
人
や
地
域
の
交
流
で
地

域
の
一
体
感
や
活
力
を
醸
成

し
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問
老
人
会
の
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
等
の

小
学
校
校
庭
利
用
に
つ
い

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

と
施
設
管
理
の
有
効
利
用
や

世
代
間
交
流
の
観
点
か
ら
も

全
町
的
に
後
押
し
し
て
は
ど

う
か
。︵

教
育
長
︶
学
校
の

授
業
等
に
支
障
が
な

く
安
全
が
確
保
で
き
れ
ば
良

い
手
だ
て
と
思
う
。

問
大
学
生
と
の
連
携
と

し
て
、
政
策
コ
ン
テ

ス
ト
の
中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
項
目

の
追
加
や
、
小
中
学
生
へ
の

指
導
や
交
流
会
依
頼
を
掲
げ

て
は
ど
う
か
。

︵
町
長
︶
そ
う
い
っ

た
視
点
で
継
続
的
に

案
内
を
す
る
こ
と
も
必
要
と

思
う
。

問
町
内
施
設
で
の
試
合

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
需
要
が
あ
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
報

し
て
は
。︵

商
工
観
光
振
興
課
長
︶

こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う

な
捉
え
方
を
し
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
を

設
置
し
て
は

問
国
体
や
東
京
五
輪
を

契
機
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
強
み
と
可
能
性

は
。

︵
教
育
長
︶
ス
ポ
ー

ツ
の
最
高
峰
を
身
近

で
体
感
で
き
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
、
多
く
の
町
民
の
関

わ
り
で
意
識
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。

地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
む
。

問
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性

の
も
の
と
せ
ず
、
先

の
イ
メ
ー
ジ
を
見
据
え
た
仕

組
み
づ
く
り
や
人
材
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

の
町
と
し
て
、
各
課
に
ま
た

が
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
施
策
や

イ
ベ
ン
ト
を
、
横
連
携
で
積

極
的
に
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ
推

進
室
・
推
進
課
な
ど
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

︵
町
長
︶
各
課
横
断

的
に
連
携
し
施
策
を

起
こ
し
て
い
く
の
は
必
要
な

視
点
で
あ
る
。
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

に
つ
い
て

問
有
望
な
選
手
の
輩
出

に
つ
い
て
、
選
手
の

育
成
や
競
技
環
境
の
整
備
、

支
援
な
ど
へ
の
考
え
は
。

︵
教
育
長
︶
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
育
成
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
国
大
会
等
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
出
場
す
る
ジ
ュ
ニ

ア
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
と
し
て

も
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
体
育
協
会
で
は
ア
ス

リ
ー
ト
を
招
へ
い
し
実
技
指

導
や
講
演
会
、
審
判
取
得
費

用
な
ど
へ
の
助
成
を
し
て
い

る
。問

優
秀
な
指
導
者
の
確

保
も
必
要
で
あ
る
。

町
内
の
施
設
に
お
い
て
人
材

流
出
と
な
ら
な
い
よ
う
把
握

や
環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

︵
町
長
︶個
人
の
事
情

の
場
合
も
あ
る
が
、

取
り
組
む
手
だ
て
が
あ
れ
ば

し
っ
か
り
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
選
手
育
成
に
は
、
ス

ポ
少
、
中
学
校
、
社

会
体
育
団
体
な
ど
と
の
連
携

や
、
指
導
が
必
要
で
あ
る

が
、
中
学
校
の
部
活
動
外
部

指
導
員
制
度
化
の
方
向
性
は
。

︵
教
育
長
︶、
町
内
、

近
隣
で
人
材
を
探
し

て
い
る
が
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
制
度
に
則
り
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

「
チ
ー
ム
お
お
い
」の

結
成
を

問
優
秀
選
手
表
彰
や
、

ア
ス
リ
ー
ト
助
成
を

う
け
た
選
手
な
ど
で
構
成
す

る
「
チ
ー
ム
お
お
い
」
の
結

成
を
提
案
す
る
。
更
な
る
育

成
強
化
の
対
象
と
し
た
り
、

選
手
の
や
る
気
を
引
き
出
し

町
に
と
っ
て
は
認
知
度
を
上

げ
る
こ
と
に
も
な
る
。
名
簿

化
す
る
こ
と
で
、
将
来
は
育

成
や
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
声

掛
け
が
で
き
、
指
導
者
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

︵
町
長
︶
そ
の
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
っ

か
り
と
検
討
し
有
効
に
活
用

し
た
い
と
思
う
。
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急傾斜地等危険区域の今後の整備計画は。
（平成28年12月議会  藤原義隆 議員）

急傾斜地等の今後の
整備計画は

崩壊対策工事を実施できるよう、国や県に事
業採択されるよう強く要請していく。

国や県に強く要請して
いく

ウォーキングコースを指定し、マップに紹介、
健康づくり・観光・登下校に併せた見守り防犯な
ど、総合的活用や町の魅力発信につなげては。

（平成27年6月議会  尾谷 議員）

ウォーキング人気の高まり
を総合的に活用しては

健康増進と、見守り防犯活動への結びは大変
興味深い。聞き取りや、内部での検討を進め、
今後の課題としたい。

大変興味深い。検討を
進めたい

町内に9つのウォーキングコースが設定され
た。ウォーキングルートマップを作成し、ロー
ドを活用した健康づくりの支援へ。

「健康ロード」を指定し、
健康づくり支援へ

どうなった?

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように反映されたかを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

路面標示されたウォーキングコース

対策工事が進む大島畑村地係の急傾斜地

町長答弁

急傾斜地崩壊対策事業の採択により、平成29 
年9 月補正予算で予算が計上された。

国・県の事業採択に
より工事を実施

どうなった?

建設課長答弁

No.47 おおい町議会だより 1 4

再
稼
働
判
断

決
算
認
定

審
議
内
容

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡



Ohi Town Assembly Official Report

No.47おおい町議会だより1 5

再
稼
働
判
断

審
議
内
容

決
算
認
定

一
般
質
問

追
　
跡

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

関
西
電
力
原
子
力
発
電
所
立
地

町
議
会
連
絡
協
議
会
視
察
研
修

﹇
期　
日
﹈
平
成
29
年
2
月
23
日

﹇
場　
所
﹈ 

美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援

セ
ン
タ
ー

﹇
参
加
者
﹈
議
員
12
名

研
修
内
容

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
原
子
力
災
害
発
生
時

に
、
速
や
か
に
発
災
事
務
所
へ
資
機
材
、

要
員
を
派
遣
し
、
事
業
者
と
協
議
し
て
高

放
射
線
量
下
で
の
原
子
力
災
害
に
対
応

し
、
ま
た
、
通
常
時
に
は
、
原
子
力
災
害

対
応
用
の
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
配

備
・
管
理
し
、
原
子
力
事
業
者
要
員
に
対

す
る
操
作
訓
練
を
実
施
す
る
も
の
で
、
平

成
28
年
12
月
12
日
よ
り
本
格
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
保
有
資
機
材
や
操
作
訓
練

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
機
材
等
を
視
察

し
ま
し
た
。

■ 

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
が

設
立

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
自

治
体
の
財
政
状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
中
、
市
町
個
々
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
、
広
域
連
携
に
よ
り
、
持
続
的
に
発
展

す
る
こ
と
が
出
来
る
地
域
を
目
指
し
て
組

合
が
平
成
29
年
6
月
1
日
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
の
概
要

○ 

構
成
団
体

小
浜
市
、
高
浜
町
、
お
お
い
町
、

若
狭
町

○
組
合
の
議
会

　
議
員
定
数　
12
名（
各
市
町
よ
り
3
名
）

○
管
理
者

　
小
浜
市
長　
松
崎
晃
冶

○
事
務
を
共
同
処
理
す
る
事
項

⑴
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、
管
理

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
事

⑵
要
介
護
認
定
に
係
る
審
査
お
よ
び
判

定
に
関
す
る
こ
と

⑶
広
域
斎
場
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
お
よ

び
埋
立
て
処
分
場
な
ど
広
域
的
課
題

の
調
査
研
究

■ 

第
1
回
若
狭
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
臨
時
会
開
催

組
合
設
立
を
受
け
8
月
1
日
に
初
議
会

が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
組
合
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。

審
議
内
容
は
発
議
4
件
、
承
認
3
件
、

議
案
9
件
で
全
件
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

Report
リポート

第
11
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

議会と話そう
平
成
29
年 

11
月
7
日︵
火
︶

19
時
30
分
～
21
時
00
分

 ︻
場
所︵
2
会
場
︶︼

　
・
は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー︵
大
島
︶

　
・
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー︵
鹿
野
︶

お
お
い
町
議
会
で
は
、
町
民
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
議
会
の
運
営
改
善
と
政
策
立
案

に
生
か
す
た
め
、
ま
た
、
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
た
め
議
会
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。

皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
内
容
﹈

①
町
議
会
の
活
動
報
告

②
意
見
交
換

平
成
29
年 

11
月
8
日︵
水
︶

19
時
30
分
～
21
時
00
分

 ︻
場
所︵
2
会
場
︶︼

　
・
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー︵
本
郷
︶

　
・
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー︵
名
田
庄
久
坂
︶

議会報告会に参加、議会
傍聴で10ポイントをGet!
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

議会の傍聴にござんせ

会　期： 12月5日から19日まで（15日間）
本会議： 5日（議案提案理由説明）、14日（一般質問）、19日（採決）
委員会： 予算決算委員会（5日）、総務・産業建設委員会（7日）、
 原子力発電対策委員会（11日）　※日程は変更となる場合があります。

12月定例会
の予定

行政ポイント
発行事業です10P

今
回
の
輝
く
人
は
、
名
田

庄
地
区
で
農
業
を
営
む
若
手

就
農
者
で
、
農
業
委
員
会
委

員
の
溝
口
智
也
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

🅠	

県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
す

る
き
っ
か
け
は
？

🅐	

建
築
の
設
計
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
都

会
の
慌
た
だ
し
さ
が
合
わ
ず

田
舎
で
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
し
た
く
な
り
、
帰
郷
を

決
心
し
ま
し
た
。

🅠	

農
業
を
始
め
よ
う
と
し

た
き
っ
か
け
は
？

🅐	

新
し
い
農
業
経
営
を
行

う
カ
リ
ス
マ
農
家
と
の
出
会

い
が
き
っ
か
け
で
、
地
域
と

溝 
口  
智 

也 

さ
ん

久 

坂 

区

●

編
集
後
記
●

暑
い
夏
も
遠
く
過
ぎ
去
り
肌

寒
い
秋
が
き
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
彩
が
楽
し
め
る

お
お
い
町
で
す
が
、
秋
は
さ
ま
ざ

ま
な
実
り
へ
の
感
謝
を
感
じ
る
、

ひ
と
き
わ
嬉
し
い
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
お
お
い
町
議
会
は
6

月
以
降
、
大
飯
発
電
所
3
・
4
号

機
の
再
稼
働
と
い
う
、
町
に
と
っ

て
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
判
断

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
一
人
一
人
が
、
真
剣
に

考
え
、
聞
き
、
意
見
を
述
べ
、
お

お
い
町
議
会
と
し
て
の
判
断
と
な

り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
・

3
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
燃
料
、
広
域
避
難

等
々
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、
国
・
県
・
町
・
事
業
者
に
、

絶
対
の
安
全
を
強
く
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

（
原
田  

記
）

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

細
川　
正
博

副
委
員
長 

原
田　
和
美

委　
　
員 

尾
谷　
和
枝

 

辻　
　
　
徹

 

藤
原　
義
隆

 

早
川　
正
己

イ
ケ
メ
ン
認
定
就
農
者

ま
す
。
ま
た
、
小
浜
の
Ｊ
Ａ

直
売
所
に
も
出
荷
し
て
い
ま

す
。🅠	

お
お
い
町
に
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

🅐	

私
が
こ
の
地
域
で
営
農

で
き
て
い
る
の
は
、
お
お
い

町
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
今
後
も
若
者
が
希
望
を

持
っ
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
の
創

設
や
継
続
を
願
い
た
い
で
す
。

密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
営
む

農
業
に
魅
力
を
感
じ
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
に
役
立
ち
た
い

と
思
い
、
農
業
を
始
め
ま
し

た
。🅠	

現
在
は
ど
の
よ
う
な
作

物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
か
？

🅐	

主
に
ブ
ド
ウ
の
栽
培

で
、
品
種
は
「
サ
ニ
ー
ル
ー

ジ
ュ
」「
藤
稔
」「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
3
種
類

で
、
他
に
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・

大
根
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

🅠	

ブ
ド
ウ
の

栽
培
で
気
を
つ

け
る
こ
と
や
苦

労
す
る
こ
と

は
？🅐	

大
き
く
育

て
る
た
め
に
は

フ
サ
作
り
が
重

要
で
、
管
理
を

怠
る
と
収
穫
に

影
響
が
出
て
き

ま
す
。

🅠	

こ
の
ブ
ド

ウ
は
ど
こ
で
買

う
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

🅐	

「
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
」

に
出
荷
し
て
い


